
ひろしま空き家の窓口

なくそう交通事故

　（公社）広島県宅地建物取引業協会では、「ひろ
しま空き家の窓口」を設けております。事前に相
談内容の聞き取りをしてアドバイスを受けること
ができます。さらに、専門的なことについては個
別相談会（予約制）に参加していただき、ご要望
があれば、関係機関を紹介しています。空き家に
関してお悩みを持たれている方は、相談されてみ
てはいかがでしょうか。

●空き家に関する相談窓口
　（公社）広島県宅地建物取引業協会
●連絡先
　☎082-243-9530
●受付時間 ※予約制

　平日／ 10 時～ 12 時、13 時～ 16 時
　（土日・祝日休み）

※空き家等とは
「建築物又はこれに附属する工作物であって、居住

その他の使用がなされていないことが常態であるも
の及びその敷地（立木その他の土地に定着する物を
含む）」をいう。
※特定空き家等とは
①そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険とな

るおそれのある状態 
②著しく衛生上有害となるおそれのある状態 
③適切な管理が行われないことにより著しく景観を

損なっている状態 
④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置す

ることが不適切な状態

HP登録件数
新規登録件数
成立件数

53件
19件
8件

165 人

103 件

★H29 年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

161 人

54 件
16 件
4件

空き家利用希望者数

区分 6月末5月末 H28年度まで

・正面衝突 3件　・人対車両 1件
・出合頭衝突 2件　・車両相互 1件

管内交通事故の特徴

安芸高田警察署　　☎47-0110
市役所危機管理課　☎42-5625

平成29年度第2回警察官採用試験のお知らせ
■試験区分
　警察官A（大卒）
　警察官B（大卒以外）
■受験資格
　昭和60年 4月 2日から
　平成12年 4月 1日までに生まれた者
■受付期限
　8月 29日 17 時まで
■試験日程
　一次試験　９月 17日
　二次試験　10月 7日から 10月８日
　三次試験　11月２日から 11月９日

■採用時期
　平成 30年４月
■資格による加点
　（H27年以降に取得したもの）
　柔剣道２段以上
　英検２級以上
　TOEIC470 点以上
　TOEFLiBT48 点以上
　国際英検C級以上
■申込・お問い合わせ
　最寄りの駐在所、又は
　安芸高田警察署（☎47-0110）まで

例年、この時期、行楽・帰省などで交通量が増
加するとともに、夏の開放感や暑さによる気の
緩みなどから交通事故が多発する傾向にあり
ます。緊張感を持った運転に心掛けてください。

めざせ！日本一安全・安心な広島県の実現
『アンダー80作戦』～2020年に向けて～

広島県警察では、平成 32 年（2020 年）までに
特殊詐欺の年間被害額を 5 億円以下とすること、
交通死亡事故者数を年間 75 人以下とすることを目指します。

夏期の交通事故防止 安芸高田警察署メルマガ
身近な犯罪情報な
どをタイムリーに
配信しています（右
のＱＲコードから
登録できます）

http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署

TEL 42-0931　FAX 47-1191

大切な人の命を守るためにも、
応急手当の方法を身につけましょう。

　安芸高田市危険物防火安全協会は､市内の会員事業所を対
象に､危険物防火施設巡回パトロールを実施しています。また、
幼年消防クラブ活動（鼓笛セット
の贈呈･防火餅つき･防火豆まき･
防火パレード）や講習会､視察研
修などを実施し、危険物の事故
防止や火災予防を積極的に呼び
かけています。

火災や危険物事故を防ぐために

花火の正しい楽しみ方

　近くで助けを求める人がいた時、あなたなら何が
できるでしょうか？消防署では、いざというときの
ために身につけていただきたい応急手当の定期講習
を毎月第３日曜日に開催しています。
申し込み・お問い合わせ　警防課救急係☎42-3952

きれいで楽しい花火もルールを守らないと
大変危険なものになります。

◆ 水の入ったバケツを用意する
◆ 大人と一緒に遊ぶ
◆ 花火に書いてある「遊び方」を必ず守る
◆ 花火を人や家に向けない
◆ 燃えやすい物のある場所で遊ばない
◆ 風の強い時は花火をしない
◆ たくさんの花火に一度に火をつけない
◆ 花火をほぐして遊ばない
◆ 使った花火は水バケツにいれて、
　 確実に火を消す

いざというときのための応急手当

　危険物安全週間中の 6 月 8 日、日本防炎協会から専門の講師
を招き、講座を安芸高田市民文化ホールで開講しました。『住宅
防火対策は防炎品の使用から』と題し､燃えにくい素材（防炎品）
の燃えにくさの実演やクイズなど、火災から命や住宅を守る大変
貴重な講座となりました。その後、当協会役員により会員事業所
のパトロールを実施、危険物を含む施設概要、維持管理、点検
状況等、確認を行いました。

温泉施設の大浴場を利用していた
70歳代の男性客が、湯船に沈んでい
るのを他の利用客が発見。従業員と協

力しながら迅速な 119 番通報とＡＥＤの準備
を行い胸骨圧迫も実施。救急隊到着時には、呼
吸と脈拍が回復しており、病院での治療後、後
遺症なく無事退院。

防炎講座のようす

危険物防火施設パトロールのようす
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